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調査の概要ル

(1)調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握'分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに学校における

児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通

じて教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

令和3年度全国学力・学習状況調査結果にっいて

(2)調査内容

ア教科に関する調査

0 小学校・・国語、算数

0 中学校・一国語、数学

イ 質問紙調査

児童生徒に対する調査

学校に対する調査

(3)調査期日

( 4 )

ア

調査実施校数及び児童生徒数

実施校数 104校(調査対象者の在籍する学校の総数)

(小学校; 68校、中学校:36校)

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の

整備の状況等に関する調査

令和3年5月27日(木)

イ参加児童・生徒数

・小学校6年生 2,

( 5 )

ア

調査結果の公表につぃて

「学力調査結果の概要」、「児童生徒質問紙調査結果の概要」、「市全体の平均正依率」、「改

善の方向性」にっいての公表を行う。

926人

イ長崎市として、個々の学校名を明らかにし.た結果の公表は行わない。

ウ各学校は、自校の分析結果を踏まえた改善方策の公表を行う。原則として、数値による公

表は行わない。

. 中学校3年生 2,660人
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2 結果の概要

け)学力調査結果の概要(「長崎市及び県

長崎市の正答率

R3

県の正答率

小学校6年

全国の正答率

全国の平均正答率」、「全国との差」)

※数値単位は、%

国i吾

0 本市は、中学校数学が全国の正答率と同等であった。

0 全国正答率と比較して、小学校国語が一2ボイント、小学校算数が一1ポイント、中子校国西が

-2ポイントとなっている。

0 昨年度(令和2年度)は、全国学力・学習状況調査が行われていないため令和元年度と比較した

結果を次に示す。

.小学校国語:-3ポイントから一2ボイントへと1ボイントの改善がみられる。

.小学校算数:-1ポイントから一 1ボイントであり変わりはない。

中学校国語:0ボイントから一2ポイントへと2ポイント差が広がっている0

.中学校数学:0ポイントから 0ボイントであり変わりはない。
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